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●人材を「頭数」で算出する

　ヘッドカウントという言葉は欧

米系企業で使われ始めた言葉で

す。要するに人員の頭数であり通

常各部署の頭数の上限を指しま

す。

　私は人事では人に対し 2つの側

面があると考えています。個々の

社員に注視していかに快適に働い

てもらうか，どのようなスキル・

能力を求め伸ばしていくかという

「人間として見る温かい側面」と，

どちらかというと「モノ・コス

ト的に頭数で見る冷たい側面」で

す。

　人において人財，人材，人罪と

いう言葉をお聞きになられたこと

はあるかと思います。少し会計的

に見ると人財は資産であり，人材

はコストであり，人罪はロスです。

　人罪は売上などプラスの貢献は

なく，仕事をさぼって周りの社員

にマイナスの影響を与えたり横領

など犯罪行為をしたりするなど純

粋にマイナスの「ロス」です。人

材は給与に見合って売上などプラ

スの影響を与え貢献する「コスト」

です。人財は給与に見合って現在

だけではなく将来にわたってプラ

スの影響を与える「資産」です。

　人事の仕事の大切な一つのポイ

ントは人財を育てることと思われ

ますが，このヘッドカウントの考

え方は人を「コスト」と見て，現

在（または近い将来）の売上等に

見合った人員を配置しよう（本来

は付加価値等を用いるのが通常で

すがここでは議論をイメージしや

すくするため「売上等」とします）

という考えが根本にあります。

　変動費と固定費という概念はご

存知でしょうか。簡単にいうと売

上の変化に対して比例的に変化す

るのが変動費，ほとんど変化がな

いのが固定費です。20世紀まで

特に日本企業では人件費は固定費

と考えられていました。しかし，

人件費は変動費であり「固定費の

変動費化」ということがもてはや

されたことがありました。不景気

の時代に非正規社員を景気の調整

弁とする非正規化はその一例かと

思います。

●より適正な人員確保のために

　その延長線上として，「売上等

に見合った人員配置」というとア

メリカ企業的な簡単に景気が悪く

なるとクビを切る，そういった経

営手法を取り入れるものだと思う

方が少なからずいらっしゃいま

す。ところがよく洋画などで出て

くる突然上司にクビを宣告されそ

の日のうちに退社するシーンはウ

ォール街の金融機関など特殊な業

界の話で，実はまともなアメリカ

企業は簡単にクビ切りしません。

非常に愛社精神を大切にしている

企業も多く，下手な日本企業より

も愛社精神にあふれた人は少なか

らずいます。

　分かりやすい例だと，私が以前

勤務した米コカ・コーラの社員の

中には，日本ではケンタッキーフ

ライドチキン（KFC）に行くが

アメリカでは絶対に行かないとい

う社員がいました。理由は当時（今

は違うかもしれません）日本の

KFCの飲料はコカ・コーラでし

たがアメリカはペプシコーラだか

らということで，日本のビール業

界も顔負けの愛社精神です。

　当然のことアメリカ人はドライ

といっても人間ですから簡単にク

ビ切りをするような企業だと，人

心も荒廃して帰属意識やモチベー

ションが下がり愛社精神はなくな

ります。一方，株主にはどちらか

というと金融業界的な短期志向の

方々が多く，利益が下がってくる

とすぐに人員削減などコスト削減

を求めてきます。

　そこで，ヘッドカウント（頭数）

を部署ごとにきちんと定めて現在
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と将来の売上に合った適正な人員

を確保し，少し景気がよいからと

いって野放図な採用などは控えて

不況に備える，このあたりがヘッ

ドカウントコントロールの背景で

はないかと思われます。

　日本企業においても「物言う株

主」を含めたこういった体質の株

主は増加傾向にありますから，ヘ

ッドカウントコントロールの考え

方はより重要になってくるのでは

ないでしょうか。

●部門ごとに「数」をコントロール

　頭数をコントロールするために

はその前提の事業計画が必要で

す。事業計画における売上等将来

の事業規模と現状を両にらみしな

がらヘッドカウントを決めていき

ます。この際人事で重要なのは各

部門長とすり合わせて部門ごとの

必要ヘッドカウント数を定めて決

めることです。

　ここで「売上等に見合ったヘッ

ドカウント」の考え方が出てきま

す。当然事業によっては衰退して

いく部門と将来伸びていく部門が

あります。また，管理部門などは

売上等とは関係なく，場合によっ

ては売上等を超えて増えてしまう

可能性もあります。このあたりを

経営企画や役員と連携してコント

ロールしていく必要があります。

後の回で詳しく説明するのです

が，KPI（重要業績評価指標）を

使って行います。

　例えば，ある企業で 1人当たり

売上高をKPIとして参照している

としましょう。ある部門では 1人

当たり売上（予算の売上÷ヘッド

カウント）が年2,000万円以上と

いう基準を作っています。すると

単純にいうと売上が 2億予測され

ると10人のヘッドカウント（ 2

億円÷2,000万＝10人）の配置が

可能なわけです。

　この例で，ある部門長がもし現

状10人で自分の部門のスタッフ

の残業の多さに悩んでいたとしま

しょう。自分の部門の業務拡大で

売上が 2億4,000万になりそうだ

ということならば（2.4億円÷

2,000万＝12人） 2人増やすこと

ができます。逆に 2億円の売上し

かなければ現状の人員で部署をい

かに効率的に運用するべきか考え

ることが必要になるわけです。

　こういった合理的な指標（ 1人

当たり売上が合理的な指標かどう

かは企業によるのでご注意くださ

い）で管理すれば，衰退しつつあ

る部門から伸びていく部門に適正

に人員配置することは可能です。

●短時間社員はフルタイムに換算

　一方，今後働き方の多様性によ

り一般的なフルタイムで働く社員

だけでなく，短時間勤務の社員も

増えていくはずです。例えば，週

3回のみ出社するような社員も出

てくるのではないでしょうか。

　そういったケースで単純に上記

のようなヘッドカウント計算をし

ていると当然，短時間社員が多く

なると頭数であるヘッドカウント

は増えてきます。この際用いられ

るのがFTE（Full-Time Equivalent 

フルタイム換算）です。外食産業

やコールセンターなどパート社員

が多い職場では当たり前の概念だ

と思います。

　非常に単純な話で週の労働時間

が40時間だとすると，週 3回で

合計20時間の勤務をしている社

員（パート）は0.5人（20時間÷

40時間）と数えるわけです。こ

の計算により，短時間勤務の社員

が多くなるとヘッドカウントが同

じ仕事量と効率性でも多くなって

しまうといったことは防げます。

＊　　＊　　＊

　「人は財産」といっても財務的

にはコストである面は避けて通れ

ません。しかし，単にコストと見

て簡単に切り捨てるような経営が

なされてよいはずはありません。

それだけに人事の方々がコスト的

に考える側面も考慮に入れて事業

計画で要員計画作成の際にも深く

関与していれば，むしろ「財産」

を育て守ることになるのではない

でしょうか。そういった意味でヘ

ッドカウントコントロールの基本

的な概念をご理解いただければと

思います。

　次回は，ストックオプションは

コストがかかる？について解説い

たします。
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